
１．気象概要 

 

 

1.1 台風第15号 

 気象庁1)によると、令和元年9月5日に南鳥島近海で発生した台風第15号は、7日午後に

強い勢力で小笠原諸島に接近した後、8日午後には途中非常に強い勢力となって伊豆諸島

に接近、9日3時前に三浦半島付近を通過し、その後強い勢力で9日5時前に千葉市付近に上

陸した。その後、関東地方を北東に進み、9日朝には海上に抜けた。台風の経路図を図-

1.11)に、上陸直前の天気図を図-1.21)に、上陸時の気象衛星赤外画像を図-1.31)に示す。 

 台風の接近・通過に伴い、伊豆半島や関東地方南部を中心に猛烈な風、猛烈な雨となっ

た。特に、千葉市では最大風速35.9㎧、最大瞬間風速57.5㎧を観測するなど、19地点で観

測史上1位の最大風速や最大瞬間風速を観測する記録な暴風となった。期間最大風速図を

図-1.41)に、被害が大きかった房総半島を中心とした地域における最大風速・風向分布図

を図-1.52)に、降水量分布図を図-1.62)に示す。 

 

 
図-1.1 台風第15号経路図と中心気圧1) 

 

 

図-1.2 天気図（上陸直前、令和元年9月9日3時）1) 

 

- 1 -



 

図-1.3 気象衛星（赤外画像、上陸時、令和元年9月9日5時）1) 

 

図-1.4 期間最大風速図（令和元年9月7日から9月9日まで）1) 

 

 

図-1.5 最大風速・風向分布図(9月8日9時から9日24時) 2) 
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図-1.6 降水量分布図(9月8日10時から9日24時) 3) 

 

 

1.2 台風第19号 

気象庁1)によると、令和元年10月6日に南鳥島近海で発生した台風第19号は、12日19時

前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関東地方を通過し、13日未明に東北地方の

東海上に抜けた。台風第19号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮と

なった。台風の経路図を図-1.71)に、上陸直後の天気図を図-1.83)に、上陸時の気象衛星

赤外画像を図-1.91)に示す。 

 

図-1.7 台風第19号の経路図と中心気圧1) 
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図-1.8 天気図（上陸直後、令和元年10月12日21時）3) 

 

図-1.9 気象衛星（赤外画像、上陸時、令和元年10月12日19時）1) 

 

 

雨については、東日本から東北地方を中心に広い範囲で大雨となり、10日から13日ま

での総雨量は神奈川県箱根町で1,000ミリに達し、東日本を中心に17地点で500ミリを超え

た。特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方の多くの地点で3、6、12、24時間降水

量の観測史上1位の値を更新するなど記録的な大雨となった。降水量について、6時間降水

量は89地点、12時間降水量は120地点、24時間降水量は103地点、48時間降水量は72地点で

観測史上1位を更新した。また、12日に北日本と東日本のアメダス地点（1982年以降で比

較可能な613地点）で観測された日降水量の総和は観測史上1位となった。降水量の期間合

計値を図-1.104)に、12時間降水量の期間最大値を図-1.114)に、北・東日本のアメダス地

点で観測された日降水量の総和の歴代順位を表-1.14)に示す。 

なお、気象庁は、この大雨について、12日15時30分に静岡県、神奈川県、東京都、埼

玉県、群馬県、山梨県、長野県の7都県に、12日19時50分に茨城県、栃木県、新潟県、福

島県、宮城県の5県に、13日0時40分に岩手県に特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びか

けた（13日8時40分までにすべて解除した）。 
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図-1.10 降水量の期間合計値（令和元年10月10日から10月13日）4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.11 12時間降水量の期間最大値（令和元年10月10日から10月13日）4) 

 

 

表-1.1 北・東日本のアメダス地点で観測された日降水量の総和の歴代順位4) 
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記録的な大雨をもたらした気象要因について、気象庁の解析によると5)次の３点が主要

因である（図-1.125)）。 

  ① 大型で非常に強い勢力をもった台風の接近による多量の水蒸気の流れ込み 

  ② 台風北側の前線の形成・強化及び地形の効果などによる持続的な上昇流の形成 

  ③ 台風中心付近の発達した雨雲の直接的影響 

 

図-1.12 台風第19号による記録的な大雨の気象要因のイメージ図5) 

 

風については、東京都江戸川臨海で観測史上1位の値を超える最大瞬間風速43.8㎧とな

り観測史上1位を更新するなど、西日本から北日本にかけての広い範囲で非常に強い風を

観測した。期間最大瞬間風速分布を図-1.134)に示す。 

また、台風の接近に伴って大気の状態が不安定となり、12日には千葉県市原市で竜巻

と推定される突風が発生した。 

  

 

図-1.13 最大瞬間風速分布（令和元年10月10日から10月13日）4) 
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高波・高潮については、静岡県石廊崎で波高13メートル、京都府経ヶ岬で波高9メート

ルを超える記録的な高波が観測されたほか、東京都三宅島で潮位230センチなど、静岡県

や神奈川県、伊豆諸島で、過去最高潮位を観測したところがあった。 

 

 

1.3 低気圧等による大雨（令和元年10月24日から令和元年10月26日）6) 

気象庁6)によると、令和元年10月23日に東シナ海で発達した低気圧が、24日から26日に

かけて、西日本、東日本、北日本の太平洋沿岸に沿って進んだ。この低気圧に向かって南

から暖かく湿った空気が流れ込むとともに、日本の東海上を北上した台風第21号周辺の湿

った空気が流れ込み、大気の状態が不安定になった。このため、関東地方から東北地方の

太平洋側を中心に広い範囲で総降水量が100ミリを超え、12時間降水量が10月の降水量平

年値を超えたところがあった。特に千葉県や福島県では総降水量が200ミリを超えたほか、

3、6時間降水量の観測史上1位を更新する記録的な大雨となった。10月25日15時の天気図

を図-1.146)に、気象衛星赤外画像を図-1.156)に、降水量の期間合計値を図-1.166)に示す。 

 

 

図-1.14 天気図（令和元年10月25日15時）6) 

 

 

図-1.15 気象衛星（赤外画像、令和元年10月25日15時）6) 
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図-1.16 降水量の期間合計値（令和元年10月24日から10月26日）6) 
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